
Keyword

本研究は、応力集中を有する板製品（切欠き材）の構造的
安全性を確認する破壊強度予測法に関するものです。特に、
板の軽量化で課題となる破壊トラブルの低減に役立ち、安全
性の高い新製品づくりに寄与します。

数値解析シミュレーションには有限要素法（Solidworks- 
simulation）を用いています。 また、製品の破壊強度の予測に
は従来の評価法である〈線形切欠き力学〉の適用範囲を大
幅に拡大できる〈汎用化線形切欠き力学〉を用います。

製品の軽量化・小型化のための
破壊強度予測法の高精度化

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

き裂を有する板材の破壊強度予測法に関する研究
　参考：「製品の強度設計のためのシミュレーション活用技術」、機械の研究（67巻8号）、652-658.
3Dプリンティングを活用する創造性開発教育に関する研究

その他の研究テーマ

破壊強度予測
スキルアップ

●自社内で応力集中を有する板製品の破壊強度予測ができます。
　（必要な破壊強度実験は県工業技術センターなどで実施してください）

Point

破壊強度予測法、軽量化、小型化、機械的安全性

社員が有限要素法と汎用化線
形切欠き力学を用いて、強度予
測ができるようになります

●応力集中のある板製品の寿
命を長くしたい
　（メーカー）

●破壊トラブルのない製品の購
入がしたい
　（ユーザー）

生産設備管理などの担当社員
が〈汎用化線形切欠き力学〉の
考え方を理解する

理工学部
機械工学科

教授
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安全率の高い製品づくり
が可能となると共に、技術
力のある設計担当社員の
育成に役立ちます

Keyword

電力システムのオンラインモニタリング手法

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

三相不平衡改善手法に関する研究
需要家内の電力機器に対する最適運用法に関する研究

その他の研究テーマ

安定度監視技術 ●電力システムの安定度をリアルタイムで把握することが可能です。
●電力システムの安定化制御に貢献することが可能になります。

Point

電力システム、系統監視、パラメータ推定

●電力システムの慣性情報か
ら、発電機の並列状態を推定
したい

数式モデルから慣性に対する制
動係数の比率を推定する手法
について研究を行っています

信号処理技術等により、推定す
る手法について研究を行ってい
ます

●電力システムの実測データか
ら安定度を推定したい

安定度低下

近年、環境負荷の低減やエネルギー自給率の向上などを
達成するために、再生可能エネルギーを利用した分散型電源
が世界各国で導入されており、今後、さらに導入が進むことが
予想されています。また、日本の上位系統では、今後、連系線
の強化が図られ、電力系統全体での広域運用が実施される

ことになります。しかし、このような状況により今後、電力系統
全体の安定度低下や、系統周波数の変動等が起こることが
懸念されております。そこでこの研究では、情報通信技術によ
るオンライン情報に基づき、電力システムの安定度監視を実現
するための方法に関する研究を行っています。
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慣性に対する制動係数の比率の推定
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